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運動場面における足の一側優位性について（第3報）

大　　谷　　和　　寿＊

　　　　　　　Kazutosh1OHTANI
On　the　Latera11ty　m　the　Lower　L1mbs　upon

the　Occas1on　of　Pys1ca1Act1v1t1es（皿）

I．目　的

　ボールを蹴る，走幅跳びの踏切，走高跳びの踏切など

のようにとちら側の足を用いても実行可能な運動場面に

おいて，好んで使用する足が決まっている者が多い。こ

れは，主観的もしくは自覚的1atera1ityととらえられ，

foot　preferenceと呼ばれる。筆者等は第1報⑤にお

いて，ボール蹴りなどの運動場面で好んで使用する側の

調査と両足の機能測定を実施し，機能の測定値をPref－

erred　foot（好んで使用する足）とnon－Preferred

foot仮対足）に対応させてそれぞれの運動場面で好ん

で使用する足の機能的特徴にっいて検討した。第2報η

では，第1報で検討に加えなかった利き手とPreferred

footの関連と，non－preferred　footの役割につい

て，機能面の測定項目を脚伸展カと足圧中心動揺に絞っ

て行った。第2報の結果として，運動場面で好んで使用す

る足と機能的な→帳位性との関係を明らかにすること，そ

のためには正確さを判定する測定項目や脚パワーの測定

項目を取り入れ検討する必要性が課題として残された。

本研究ではfoot　preferenceと足の機能的な一側優位

性との関係を探ることにより，それぞれの運動場面にお

けるPreferred　footとnon－Preferred　footの関係

を明確にすることを目的とした。

皿．研究方法

　1．被検者

　本研究の対象者はユ8～23才の健康なる運動部所属大学

生，男性86名，女性54名であった。身長，体重の平均と

＊島根大掌教育学部保険体育研究室

標準偏差は，男性：身長172．5±6．4㎝・体重65．9±

8．2kg，女性：身長160．7±5．2㎝・体重54．5±5．2㎏

であった。

　2．調査および測定の時期

　1991年12月から1992年2月にかけて実施した。

　3．調査および測定の項目

　調査用紙により，ボールを蹴る足，走幅跳びの踏切足，

走高跳びの踏切足，利き手にっいて，右・左・わからな

いのいずれであるかを調べた。

　片足による立幅跳び，垂直跳び，ケンケン走，ドリブ

ル（ボール蹴り），全身反応時間，足圧中心動謡（開眼

。閉眼），脚伸展力，脚屈曲力の測定を両側について行

った。

　形態面では大腿囲　下腿囲，足長を測定した。

　4．測定方法

　1）立幅跳び

　被検者をライン上に片足で立たせ，できるだけ遠くへ

跳躍するよう指示した。計測はっま先から着地した後足

の踵までの距離を㎝単位で行い，左右2回ずっ実施し，

良い方の値を記録した。

　2）垂直跳び

　文部省体育局が示すスポーツテスト実施要項に準拠し

た。壁から遠い側の足を軸足とし，跳躍動作に際して反

対足が床につかないよう指示した。計測は1／10㎝単位

で行い，左右2回ずつ実施して，良い方の値を記録した。

　3）ケンケン走

　被検者をスタートラインに片足で立たせ，「スタート」

の合図でユ5肌をできるだけ速くケンケン跳びでゴールす

るよう指示した。測定は二人ずつ行い，1／10sec．単位

で左右2回ずつ計測し，良い方の値を記録とした。
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　4）ドリブル

ー辺50㎝の正方形の枠をスタート地点とした。枠の中

にサッカーボールを置き，直線上に2肌問隔で置いた3

本のポール問をジグザグにトリブルし，元の枠の中にも

ち帰るまでの時間を1／ユ0sec単位で計測した。片足だ

けを使って蹴り，反対足で蹴ったり，コースを大きく外

れた場合はやり直した。左右2回ずつ実施して，良い方

の値を記録とした。

立幅跳び。垂直跳び・ケンケン走。ドリブルの測定は，

体育館で実施し，屋内用シューズを使用した。

　5）全身反応時間

ステップ台に軽く膝を曲げた状態で片足で立たせ，指

示ランプがついたら跳び上がるよう指示した。全身反応

測定装置（竹井機器製）を使用して，msec単位で5回

測定し，最大値と最小値を除いた3回の平均を記録とし

た。

表1．Preferred　footの数と％

男　　　性

右 左 不 明

n（％） n（％） n（％）

ボールを
一…＊…一 一一一一＊一一一一一一

蹴 る 足 84 （97．7） 2（Z台） 0 （0）

走幅跳びの
3i

…
踏 切 足 （36．0） 53　（61．6） 2 （2．3）

走高跳びの 一・一一＊一一一一 一一一一＊一一一一一…一一・一

踏 切 足 21 （24．4） 62（7＾） 3 （3．5）

女　　　性

右 左 不 明

n（％） n（％） n（％）

ボールを 「’一’’一
一一＊一一一一 一一…＊・…一一…

蹴 る 足
5台

（98．1） 1　（1．り） 0 （O）

走幅跳びの 一一一＊一一一一 一一一一＊一一一一一一

踏 切 足 1i （20．4） 37（6＆』） 6 （11．1）

走高跳びの
・一・＊…一一 一…＊……

踏 切 足 自 （14．8） 45（83．台） 1 （1．9）

＊　＊　＊　notes　a　significant　difference　at　0．1％　　1eve1

and　＊　a　t　5％　1e▽e1，　re　spec　t　i　ve1y．
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　6）足圧中心動揺（重心動揺）

　測定には竹井機器製の安定型平衡機能測定機を用いた。

被検者は片足を支持足として，片足直立姿勢を保＝ち，測

定台の上に素足で立つ。他方の足は，膝関節を軽く屈曲

して支持足に添える。開眼の場合には，姿勢が安定した

後，目と同じ高さで同1』方1肌の位置にある印を注視し，

左右それぞれの足で20秒間，足圧中心動揺の軌跡長を

1／10㎝単位で測定した。閉眼の場合は，ユ0秒間の軌跡

長を1／10㎝単位で測定した。

　7）脚筋力

　脚伸展力と脚屈曲力の測定は，竹井機器製の多用途筋

力測定装置を用いて，椅座位で膝角度を直角にし，上体

が動かないように3点式ベルトで固定して，左右それぞ

れ2回ずつ行い，良い方の値を記録とした。デジタルカ

量計は，下腿と垂直になるよう水平に保ち1／10kg単位

で計測した。

　8）形　態

　形態面の計測は，日本人の体カ標準値第四版9に記さ

れた測定方法に準拠した。

皿。結　　果

　1．アンケート調査

　利き手に関する質問では，右手利きと答えた者：男性

86名中85名（98．8％），女性54名中51名（94．4％）であ

り，全体の97．1％が右手利きであった

　3つの運動場面でのpreferred　footについて，左

右同数を帰無仮説に不明という回答を除外して有思差検

定を行ったところ，男女共ボールを蹴る足は右を，走幅

跳びの踏切足と走幅跳びの踏切足は左を使用する者が有

意に多かった（表1参照）。これは第2報の結果と一致

する。

　表2に示したPreferred　footのクロス集計におい

て，ボールを蹴る足と走幅跳びや走高跳びの踏切足との

関係をみると，蹴る足は大部分の者が右足であるので，

踏切足が右の者は蹴る足と一致，踏切足が左の者は不一

致の関係となっている。走幅跳びの踏切足と走高跳びの

踏切足との関係で，踏切足が一致する者は，男82名中

（踏切足不明の回答は除外）65名（79．3％），女48名中

40名（83．3％）であった。一致者の内，男73．8％・女

87．5％が左足踏切である。

　2．足の機能（表3，表4参照）

　運動場面毎に，好んで使用する足（Preferred　foot）、

を用いた測定値と反対足（non＿preferred　foot）によ

る測定値に分け，平均値の差の検定をpaired　t　testで
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行った。

　1）ボールを蹴る足

　男性では，脚屈曲力と片足ドリブルで，　Preferred

footが有意に優れていた。

　女性では，ケンケン走，脚伸展力，脚屈曲力，開眼重

心動揺，片足ドリブルで，Preferred　footが有意に

優れていた。

　2）走幅跳びの踏切足

　男性の片足立幅跳びでのみPreferred　footが有意

に優れ，他の項目では有意差が認められなかった。

　3）走高跳びの踏切足

　男性の片足トリフルと女性の脚屈曲力でnon－prefe＿

rred　footが有意に優れるという結果であった。

　4）踏切足が一致

　男性の片足立幅跳びでのみPreferred　footが有意に

優れていた。

　3．形態（表5参照）

　ボールを蹴る足では，男女とも大腿囲でpreferred

footが有意に優れていた。走高跳びの踏切足では，男

性の大腿囲でnon－Preferred　footが有意に優れてい

た。その他の項目や運動場面では，有意差が認められな

かった。

IV一．考　　察

　1．アンケート調査

　木村等4や麓aは，ボールを蹴る足を機能性を果たす

操作的利き足ととらえている・そして，G　Groden3は，

ボールを蹴る足が右側の者は88％であったが，利き手と

ボールを蹴る足が一致した者は97％であったと報告して

いる。木村等④も利き手と下肢の関連を示唆している。

　本研究で利き手を左と回答したのは，男性1名と女性

3名であり，その内ボールを蹴る足が左の者は女性1名

のみであった。左手利きの者を除外してボールを蹴る側

をみると男性97．6％，女性100％で右足が蹴る側となる。

利き手と使用足の検討を行うには本研究での左手利きの

人数が少数すぎるが，者手利きの者だけを対象とした第

2報の男性96．3％，女性100％が右足でボールを蹴ると

いう報告とほとんど同様の結果となった。これは，利き

手に関わりなく右足で蹴る者の％を調べた麓（男性：82

％，女性：92％）1），万井等（男性：85．4％，女性：

78．4％）5），第1報（男性：81％）に比べて，幾分大き

な％となっている。

　麓2は走幅跳びと走高跳びで踏切の一致した足をカ発

揮動作の利き足とみなしている。クロス集計の結果から，
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表2　Preferred　footのクロス集計

女性

ボールを蹴る足

右 不明 左

右 11 O O

不明 6 O 0

左 36 0 1

走
幅
跳
の
踏
切
足

男性

ボー一ルを蹴る足

右 不明 左

右 29 O 2

不明 2 0 0

左 53 0 O

走
幅
跳
の
踏
切
足

ボールを蹴る足

右 不明 左

右 8 0 0

不明 1 0 0

左 44 0 1

走
高
跳
の
踏
切
足

ボールを蹴る足

右 不明 左

右 20 0 1

不明 3 0 0

左 61 O 1

走
高
跳
の
踏
切
足

走幅跳の踏切足

右 不明 左

右 5 1 2

不明 0 1 0

左 6 4 35

走
高
跳
の
踏
切
足

走幅跳の踏切足

右 不明 左

右 17 0 4

不明 1 1 1

左 13 1 48

走
高
跳
の
踏
切
足
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走幅跳びと走高跳びの踏切足の関係を見ると，踏切足下

明の回答を除く男女130名中105名（80．8％）で走幅跳

びと走高跳びの踏切足が一致し，一致者105名の内83名

（79％）が左足踏切であった。麓の提案に基づいて力発

揮動作の利き足の観点からクロス集計を見ると，被検者

140名中35名（25％）は，走幅跳びと走高跳びの踏切足

が不一致であるか踏切足が不明であり，力発揮動作の利

き足がはっきりしないという結果となる。

　2．　Preferred　footとnon－Preferred　footの比

　　較

　ケンケン走，片足立幅跳び，片足垂直跳びは瞬発力，

全身反応時間は敏捷性能力，脚伸展力と脚屈曲力は脚筋

力，足圧中心動揺（重心動揺）は平衡能力，片足ドリブ

ルは足の巧綴性というように，それぞれが基礎的運動能

力を反映する項目と見なされる。

　ポールを蹴るのに好んで使用する足は，ステヅピンク

の成績が良いという第1報の結果から，動きの素早さに

優れる傾向にあり，第1報と第2報の脚筋力の成績が良

いことから，随意的な最大筋力に優れ，さらに重心動揺

では反対足の成績が良いという第2報の結果などに基っ

いて，第2報において「ボール蹴りなどの動作において

は，平衡性に優れる側が安定を保ち，反対側足による操

作的動作の補助的役割を果たしていることが示唆された」

と結論付けた。しかし第2報の結果と比べて今回は，脚

筋力で同様の結果が得られたが，女性の重心動揺では逆

の結果となっている。女性の重心動揺を見るかぎりにお

いては，第2報の結論を支持する結果とはなっていない。

しかし，男性の平均値の比較を見るとnon－Preferred

footが優れ，はっきりした結論は下せない。第1報，

第2報，それに今回の脚筋力に関する結果と，ボール蹴

りに使用する足が大腿囲で優れているという形態面の結

果より，ボールを蹴る足が大腿の随意的筋カ発揮能力で

反対足より優れるというのは確かなことらしい。第1報

では，椅座位による10秒間のステッピングからみた敏捷

性能力にボールを蹴る足が優れているが，今回の敏捷性

評価の項目である全身反応時間では有意差がみられない。

敏捷性評価を行うに当たり第1報が反復速度を測定した

のに対し，今回が光刺激に対して全身を移動さす反応時

間の測定であった影響も考えられるが定かでない。そし

て，ボールを蹴るのに好んで使用する足は，男女共ボー

ルコントロールを行う巧綴性に優れるとか，女性でケン

ケン走に優れるとか，踏切足に比べ多くの項目でpre－

ferred　footが良い成績を残している。これらのこと

からボールを蹴る足は基礎的運動能力に優れる側を使用

していると考えられ，力強く巧みな動作が可能であり，

機能的利き足ととらえることができる。

　走高跳びで使用する踏切足のnon－Preferred　foot

が，男性の片足トリフルと女性の脚屈曲力の成績でpre－

ferred　footに比べ，有意に勝っている。また大腿囲

では男性のnon寸referred　footが有意に大きい。ク

ロス集計にみられるように走高跳びの踏切足は左を使用

するものが多いため，右足がほとんどを占めるボールを

蹴る足の場合と逆の結果になっていると考えられる。実

験前には，走高跳びの踏切に使用する足は片足垂直跳び

に優れると仮定したのだけれど平均値では逆にnon－pr－

erred　footが大きな値となっている。それでは何故ボ

ールを蹴る足と異なる足を用いて走り高跳びを行う者が

多いかという点に関しては，背面跳びの踏切は振り上げ

脚がパワー発揮のため重要な役割をしている⑧ともいわ

れており，踏切の中半から後半に掛けてのnon－Prefe－

rred　footの動きが走幅跳びの記録に影響していると考

えられる。走幅跳びの踏切足に使用する足の特徴は，

preferred　footが基礎的運動能力に優れるという観点

からのみではなく，助走から着地に至るまでの身体各部

の扱い易さ，ひいては走高跳びの成績を最大限高める効

果的動作の側面（技術面）からもとらえられる必要があ

ると思われる。

　走幅跳びの踏切足と，走幅跳びと走高跳びで踏切足が

一致する場合に，男性の片足立幅跳びでpreferred

footが有意に優れていた。．しかし，その他の瞬発力を

判定する項目であるケンケン走と片足垂直跳びでは差が

みられない。これは走幅邸びと立幅跳びで踏切から着地

までの技術が共通しているため，走幅跳びで踏切足とし

て使用する側による跳躍が技術的に優れていたためと考

えられる。

　今回の研究は，前報の課題として残された，運動場面

において好んで使用する足と機能的な→o優位性の関係

を明らかにすることを目的として，機能面の測定項目を

多くして実施した。ボールを蹴る足は機能面で優れる傾

向がみられたが，踏切足と基礎的運動能力とが直接的に

結び付く結果とはならなかった。

　ボールを蹴るのに好んで使用する足は，ボールを蹴る

運動場面でPreferred　footを用いれば力強くてコント

ロールの良いキックが期待できる。しかし力発揮の要求

されるスポーツ場面で使用する踏切足に関しては足の基

礎的運動能力に優れる側が必ずしも好んで使用する側と

なっているのではなくて，そのスポーツの成績を最大限

高めるために身体各部を功果的に使用する技術面との関

連が示唆された。

　男性の走幅跳びの踏切足と反対足で有意拳のみられた
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立幅跳びの場合，Preferred　footでの立幅跳びが勝

る者54名，nonつreferred　footでの立幅跳びが勝る

者29名であった。これを符号検定でみるとP＜O．01の危

険率で有局な差となる。この場合でも35％はnonつre－

ferred　footでの立幅跳びが勝っている。女性の走幅

跳びの踏切足の場合では，Preferred　footでの立幅跳

びが勝る者25名，non－Preferred　footでの立幅跳び

が勝る者21名であった。今まで，スポーツ場面で好んで

使用する足を用いて競技を行うと，反対足によるよりも，

優れた成績が得られると仮定して研究を進めてきた。し

かし前記の結果を考慮すると，好んで使用する足の調査

項目とした走幅跳びで，preferred　footとnon“re＿

ferred　footによる成績の比較を行っても全員がPre－

ferred　footで良い成績を出すとは思えない。

　走幅跳びや走高跳びのトレーニングを専門的に行って

いる選手では，non“referred　footで踏み切ると踏

切時のタイミングとか振り上げ脚や上肢のバランスの調1

整面が影響して，Preferred　footに比ベパフォーマン

スが低下すると考えられるが，r般人では差が出ない可

能性すらある。逆に，両足を使用することが有利である

サッカー選手ではトレーニングにより両足間の差が少な

くなってくるキも考えられる。今後，ルールに則ったス

ポーツ場面におけるPreferred　footとnon－Prefer－

red　footによるパフォーマンスの違いを専門選手と一

般人に分けて検討する必要がある。

v　要　　約

　運動場面で好んで使用する足（foot　preference）

と足の機能的な→0優位性との関係を知ることを目的と

し，運動部所属男子大学生86名，女子大生54名を対象と

して，各種運動場面で使用する足の調査と両足の機能測

定を実施した。

ユ．アンケート調査

　1）利き手を右と回答した者は，男性98－8％，女性

　　94．4％，全体で97．1％であった。

　2）男女共，ボールを蹴る足は右を，走幅跳びの踏切

　　足と走高跳びの踏切足では左を使用する者が有意に

　　多かった。

2．足の機能（基礎的運動能力）

　1）ボールを蹴る足

　　　男性では脚屈曲力と片足ドリブル，女性ではケン

　　ケン走，脚伸展力，脚膚曲力，開眼足圧中心動揺，

　　片足ドリブルにおいてPreferred　footが有意だ優

　　れていた。
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　2）走幅跳びの踏切足

　　　男性の片足立幅跳びのみでPreferred・footが

　　有意に優れていた。

　3）走幅跳びの踏切足

　　男性の片足ドリフルと女性の脚届曲力でnon－pre－

　　ferred　footが有意に勝っていた。

　4）踏切足が一致した者

　　男性の片足立幅跳びのみでPreferred　footが有

　　意に優れていた。

3．形　態

　　ボールを蹴る足は男女共，大腿囲でPreferred

　footが有意に優れていた。

　走幅跳ぴの踏切足では，男性の大腿囲でnOn“re－

　ferred　footが有意に勝っていた。

ボールを蹴る足は，基礎的運動能力に優れる側を使用

していることより，機能的利き足ととらえることができ

る。

　力発揮の要求される走幅跳びや走り高跳びの踏切足に

関しては，必ずしも筋力とか瞬発力に優れる側を使用し

ているのではなくて，身体各部を効果的に使用する技術

面との関連性から踏切足が選択，決定されている可能性

が示唆された。
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